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講 師： 藤井 均 氏 
藤井包装技術事務所 所長 

食品衛生法は、食の安全への関心が高まったことから、平成 15年に政府の食の安全の取組みシステムが改正されたのと同

時に大幅に改正された。改正食品衛生法と改正政府システムについて、業界自主基準について、また包装材料のポジティブ化

の動向について説明する。       

 また、近年容器包装入り食品の海外展開の傾向が見られ、日本で生産し海外へ輸出するのみでなく、海外で充填包装した製

品を欧米などに輸出するケースもあり、欧米などにおける容器包装の法規を知る必要性が増してきている。ここでは、欧州・

米国の容器包装について説明し、日米欧の比較を行い、今後の日本の動向に触れたい。 

 
【講師経歴】 

1973 年 大日本印刷株式会社入社。印刷材料、情報記録材料等の開発。1990 年～ 包装分野に所属。 機能性包材開発、包装

設計。包装関連法規（衛生法、環境関連法）。2014 年 大日本印刷退社後業界団体に所属。2016 年 藤井包装技術事務所を

開設 
【活動内容】  

「抗菌抗カビ技術と応用」「機能性・環境対応型包装材料の新技術」「欧米の食品用容器包装法規制の動向」「包装材料にお

ける環境対応・環境配慮型容器包装の開発動向」「生活者意識の変化と包装動向」「ＥＵにおける容器包装規制」等 

開催日時 2017 年 2 月 1 日(水) 10：30～16：30 【会場】 

ちよだプラットフォームスクウェア  501会議室  
〒101-0054  東京都千代田区神田錦町 3-21 受 講 料 

49,000円（税込） ※昼食、 資料代含 
＊ メルマガ登録者 44,000 円（税込） 
＊ アカデミック価格  35,000 円（税込） 

★ 2 名同時申込で両名とも会員登録をしていただいた場合 2 人目は無料です。 

 ★【セミナー対象者】食品用包材に関る、材料メーカー、食品容器包装製造メーカー、食品メーカー、分析センター。 

その他：印刷機メーカー、コピー機メーカー、輸入代理店、商社 等  
★【セミナーで得られる知識】①容器包装に関する食品衛生法全般及び今後の動向 ②欧州での容器包装規制内容及び規制の考え方 
 ③米国での容器包装規制内容及び規制の考え方 ④日・米・欧での法律の比較 
  

【本セミナーのプログラム】          ※適宜休憩が入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

弊社記入欄  セミナー申込書  
セミナー名 国内外における食品包装に係る法規の最新動向 

所定の事項に 

ご記入下さい 
メルマガ会員、 

登録希望の場合は○↓ 

会社名（団体名）                           TEL：     

住 所 〒                              FAX：   

                        E-mail： 

会員登録 

済み 

新規 

登録希望 部署            役職 氏 名 

お支払方法 銀行振込・その他 お支払予定 年   月   日頃 
■申込方法：セミナー申込書にご記入の上 FAX または E-mail(re@cmcre.com)でお申し込みください。 
■申込先 ：㈱シーエムシー・リサーチ 東京都千代田区神田錦町 2-7 TEL03-3293-7053 
■本セミナーの関連情報は、弊社ＨＰでもご覧になれます。⇒ http://www.cmcre.com 
 

 

Ⅰ 日本における容器包装規制・自主基準 

 1 食品衛生法における容器包装の法規則 

 2 業界自主基準 

 3 今後の食品衛生法動向 

  3-1 乳等省令改正 

  3-2 ポジティブリスト化の動向 

Ⅱ 欧州における容器包装法規（プラスチック規 

  則）及び安全性試験 

1 ＥＣ統括的規則 

2 食品と接触するプラスチック材料ポジティブリ 

  スト及び移行試験 

3 プラスチック規則ガイドライン 

4 新規物質の申請制度 

Ⅲ 米国における容器包装法規及び安全性試験 

1 連邦食品医薬品化粧品法（FFDCA） 

2 容器包装に関連する連邦規則集 

3 申請制度（ＦＣＮ制度） 

Ⅵ 日本と海外の法規比較 

参加申込 FAX 番号 
０３-３２９１-５７８９ 

国内外における食品包装に係る法規の最新動向 

http://www.cmcre.com/

